
自国通貨建て 外貨建て 見通し

JCR AAA AAA 安定的

R&I AA+ AA+ 安定的

S&P A+ A+ 安定的

ムーディーズ A1 A1 安定的
フィッチ A A 安定的
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S&Pによる日本国債の格付け引き下げ
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2015年9月17日

2015年9月16日、格付会社S&P（スタンダード・アンド・プアーズ）は、日本の自国通貨建て長期ソブリン格付け

を「AA-（最上位から4番目）」から「A＋（同5番目）」に1ノッチ（段階）引き下げ、アウトルック（格付け見通し）を「安

定的」としました。

同社の発表資料によると、今回の格下げの理由として、デフレ脱却や経済成長を目指した日本政府の経済政

策（アベノミクス）の効果が導入当初に比べて弱まってきたため、日本の経済力が日本政府の信用力を下支え

する効果も短期的には改善する可能性が低くなったことを挙げています。

各格付会社の日本長期債務格付け

（出所）各種データを基に大和投資信託作成

（2015年9月16日時点）

＜格下げについて＞

今回の格下げは9月16日の夕刻に発表されたため、国内債券市場はナイト・セッションの時間帯で商いが薄く、

債券先物に大きな影響はありませんでした。為替市場では円が対米ドルで売られ、小幅に円安が進行しました。

なお翌17日の国内債券市場では、債券先物は前日終値（16日15時時点）比横ばいで寄り付いており、現在のと

ころ、今回の格下げの影響は限定的なものとなっています。

今後につきましては、欧米の主要格付会社（ムーディーズ、S&P、フィッチ）の格付け見通しが全て「安定的」と

なったことから、短期的には追加的な格下げの可能性は低くなったといえます。また今回の格下げに伴い、日本

国債が主要な債券インデックスから除外されることはなく、金融機関の規制上の影響も特にないことから、今回

の格下げがわが国の債券市場に与える影響は中長期的にも限定的と考えております。

以上

＜今後の見通し＞


